
令和５年度キャリア教育年間指導計画（全体計画）様式１ 制課程都立 園芸高等 学校 全日

○学校の教育目標 ○前年度のキャリア教育における成果と課題

１　幅広い知識と教養、農業に関する専門的技能、科学的態度を身につけ、自ら考え行動する態度を養う。
２　互いの人格を尊重し、思いやりをもって行動する態度を養う。
３　自立及び自律の精神を培うとともに、勤労を重んじ主体的に社会の発展に寄与する態度と健やかな身体を養う。
４　伝統・文化を尊重し、その継承と新しい文化の創造に貢献しうる能力や態度を養う。
５　生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養う。
※学習目標…「読解力」を育成し、「アウトプット（話す・書く・行動する）」を重視する。

学校全体での組織的な指導により、９８％の３年生が卒業前に第一志望の進路決定を実現
した。３月に「卒業生を囲む会」を実施するなど、１年次から社会人としての在り方や職業に
ついて学ばせる機会を設けた。今後も多分野の講演会や地域との連携によって、人間性や
社会性を豊かにし、専門性を生かして社会で活躍できる人材を育てることを重視してキャリ
ア教育を行っていきたい。新型コロナウイルスに限らず感染症対策を継続し、生徒の健康と
安全を第一として取り組んでいく。

○生徒の現状 ○目指すべき生徒の姿 ○キャリア教育の目標

・近年進学希望者が増加しており、昨年度は大学・短大４５％、専門学校等３４％、就職１６％であっ
た。特に進学希望者は高校で学んだ知識をさらに深化させるべく、農業、環境、食品、栄養、保健衛
生の分野への進学が多数みられる。
・就職希望者は専門分野の希望が根強くあり、本人の職業意識も高い。一方で、自身の適性の認
識が不十分なことにより、職業選択を自ら決められない生徒もいる。
・基本的に素直な性格の生徒が多いが、コミュニケーション力に自信がない生徒も多い。

「勤勉　勤労」を校是とし
基盤学力と、園芸・食品・動物科の専門技能を身に付けた
人間性・社会性豊かで、学び続ける力をもった生徒
不透明な時代で活躍するために「タフでしなやかな生徒」の
育成

・多様な生き方に関する情報を取捨選択・活用し、卒業後の進路選択の幅を広
げるとともに、実験・実習だけでなく、課外活動等の経験を通じて、職業観や勤
労観を育成する。
・社会的自立に向けて、自己の職業的な能力適性を理解し、将来設計を積極
的に考える能力を養う。
・様々な経験をとおし、主体的にコミュケーションを取り、自らの役割を認識し、
他者と協力・協働できる人物を育成する。

○系統的計画的な取組の内容 ○キャリア教育の推進組織 進路指導部および全日制教職員

４年 育成
能力 具体的な連携先（その内容）

校
務
分
掌

教務：学習環境を整え、自学自習とア
ウトプットの習慣を確立させる。
生活指導、保健清美：ルールを守り、
基本的な生活習慣を身につけさせる。
生徒自らが健康状態を把握し、望まし
い行動がとれるようにする。
進路指導：表現力や適性など、自己理
解の機会を設け、将来に必要な人格
の基盤を構築させる。

②
　
①
　
②
　
④

教務：学習環境の整備を図り、主
体的に学習できるようにする。
生活指導、保健清美：校内や地域
での清掃活動を通じ、ゴミ減量化
やリサイクル化を目指す指導をす
る。規範意識を高める。
進路指導：社会で活躍するための
スキルを身につけさせる指導を実
施する。

②
　
①
③
　
　
④

教務：授業インフラを整備し、個別
最適化学習を推進する。
生活指導、保健清美：学校行事な
どの活動を通じ、生徒の自主性・
主体性の育成を図る。
進路指導：一人ひとりにきめ細や
かな受験指導・就職支援を行う。

②
　
①
③
　
④

１年 育成
能力 ２年 育成

能力 ３年 育成
能力

企
業
・

N
P
O
等

・外部講師を招聘しての講演会（１・２・３年）、（株）SMBCコンシューマーファイナンス、（株）マイナ
ビ、NTT東日本　他
・企業連携：多数企業　連携授業およびインターンシップの実施
・ハローワーク渋谷と連携した就労支援および進学者への職業指導の実施
・バラ園プロジェクトやハナミズキ関連行事等で他機関と連携した行事を実施

小
･
中
学
校

・

上
級
学
校

・大学、大学校、専門学校との連携授業の実施
・近隣の７校・２園と連携し、地域清掃活動を実施
・上級学校説明会の実施
・大学職員等による進路アドバイス、面接練習の実施
・在校生の中学校へ里帰り訪問を実施

区
市
町
村
・

都
･
国
な
ど
の

公
的
組
織

（

事
業
名
）

・日本学校農業クラブおよび東京都学校農業クラブ連盟と連携した行事の参加
・産業教育振興中央会「専門高等学校生徒の研究文・作文コンクール」に参加
・社会的・職業的自立支援教育プログラムの実施

地
域
･
そ
の
他

教
科

普通科：基盤学力の定着を図るため、
学習に興味を持つよう指導する。
園芸科：園芸に関する基礎知識と技
術を身につけさせる。屋外での実習で
心身共に鍛え、社会で活躍できる人
材を育成する。
食品科：働く喜びを感じ、労をいとわな
い精神を育成する。
動物科：動物と共に学び、生命を大切
にする心を培わせる。

②
　
③
①
　
①
　
①

普通科：一般教養の他、図書館や新聞など
から情報を収集し、見聞を広めさせる。
園芸科：歴史と伝統の中で育まれた豊富な
教材を活かし、専門知識と技術を身につけ
させる。
食品科：食品の安全性や栄養に関する知
識や技術を身につけさせる。
動物科：人と動物、自然との関わりについ
て学び、動物飼育について専門的知識と技
術を身につけさせる。

③
　
③
　
③
　
③

普通科：実社会での問題発見・解決に
生かしていくための教科等横断的な
学習を展開する。
園芸科：地域貢献や校外の機関と連
携し学習効果を社会に還元させる。
食品科：実践力を養い、社会で活躍で
きる人材を育成する。
動物科：環境保全・再生ができる力を
見につけさせ、社会で活躍できる人材
を育成する。

③
　
　
④
　
④
　
④

生徒会：地域社会・関係団体との連携
協力に関することができるように指導
する。
農業クラブ：各クラス、東京都農業クラ
ブ連盟、日本農業クラブ連盟の活動を
理解し、行事に参加させる。
課外活動：主体的に参加し、協働して
取り組む姿勢を身につけさせる。

①
　
 
③
　
①
③

・地域学校協働活動本部として地域連携を図り、学校教育への理解を推進する。
・深沢三友会との連携事業
・東深沢・等々力コミュニティとの連携事業
・玉川警察署および玉川消防署と連携したセーフティー教室の実施、地域防災マップの作成
・インターンシップの実施（造園会社、食品系企業、東京都動物園協会等）

総
合
的
な

 
探
究
の
時
間

園芸・食品・動物の各科の専門科
目において、２年次、３年次で「課
題研究」を履修する。

①
②
③
④

園芸・食品・動物の各科の専門科
目において、２年次、３年次で「課
題研究」を履修する。

①
②
③
④

園芸・食品・動物の各科の専門科
目において、２年次、３年次で「課
題研究」を履修する。

・卒業生による進路講演会を実施
・園芸展（文化祭）や課題研究発表会等の学校行事の支援
・全国農業クラブ連盟全国大会生徒参加の協力

特
別
活
動

生徒会：学校生活や専門技術の向上
に関することができるように指導する。
農業クラブ：各クラス、東京都農業クラ
ブ連盟、日本農業クラブ連盟の活動を
理解し、行事に参加させる。
課外活動：主体的に部活動やプロジェ
クト活動に参加し、人間関係を構築さ
せる。

①
　
　
③
　
　
①
②

生徒会：社会奉仕に関することが
できるように指導する。
農業クラブ：各クラス、東京都農業
クラブ連盟、日本農業クラブ連盟
の活動を理解し、行事に参加させ
る。
課外活動：主体的に部活動やプロ
ジェクト活動に参加し、協働して取
り組む姿勢を身につけさせる。

①
　
③
　
　
　
①
③

保
護
者
･

同
窓
会

①
②
③
④




